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表彰作品集

京都の
木の家
づくり

撮影　岡田大次郎
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ご あ い さ つ

京都で育った木で家をつくる。

住む人にとっても、地域の森にとっても、私たちを取り巻く環境にとっても心地

よいことです。

京都府産木材利用推進協議会は、京都府が制定した京都府産木材認証制度に基づ

き、京都府産木材を供給する「取扱事業体」「認証機関登録事業体」及び京都府産木

材を使って建築に取り組む「緑の事業体」で組織する団体です。

協議会では、京都府産木材の推進に関する様々な事業に取り組んでいますが、令

和元年度から、京都府産として認証された木材を使って建築された建物の表彰事業

を行っています。

第 4 回目となる今回は、「環境にやさしい京都の木の家づくり支援事業」や「緑の

木のまち拡大事業」、「ひろがる京の木整備事業（建物型）」など、京都府の交付金の

交付対象となった建物等を対象に、応募推薦いただいた中から「木材利用」「建築技

術」「京の木の文化」の面から厳正な審査を経て、優秀な建築を表彰することとなり

ました。

地域の森林で生産された木材を使って木造建築を進めることは、再生産可能な森

林資源の循環利用に役立つとともに、地域の林業・木材産業が発展することにより、

地域振興にもつながります。

さらに、近くの森林で育った木材を使うことは、はるばる遠くから運んでくるこ

とに比べ、輸送に伴う二酸化炭素の排出量も少なく、地球温暖化を防ぐ役割も果た

しているといえます。

これからも京都府産木材の利用に皆様のご理解とご協力をお願いします。

主催　京都府産木材利用推進協議会
共催　京都府
後援　一般社団法人京都府建築士会／京都府建築工業協同組合／京都府森林組合連合会／ 
　　　一般社団法人京都府木材組合連合会
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ごあいさつ 1

総評　審査委員長　髙田光雄 3

最優秀賞・知事賞

該当なし

優秀賞

京都市北区
～ギャラリーをもつ家～（京都市北区）

設計　Yama 設計室
施工　株式会社竹内工務店 4

菱屋の NEW 町家（福知山市） 設計・施工　株式会社舟越工務店 6

京丹波の家（京丹波町） 設計　Atelier SETTEN 一級建築士事務所
施工　株式会社坂根工務店 8

奨励賞

等持院の家（京都市北区） 設計・施工　株式会社竹内工務店 10

ウィズホーム西院（京都市中京区） 設計・施工　タクミ建設株式会社 11

北山杉小丸太からのはじまり
～大開口の京都の木の家（京都市伏見区） 設計・施工　タクミ建設株式会社 12

桃山の家（京都市伏見区） 設計　有限会社夢創建築事務所
施工　株式会社三原工務店 13

3 世代が集う家（舞鶴市） 設計・施工　株式会社林田工務店 14

インターナショナルスクール（京田辺市） 設計　AND 建築事務所
施工　株式会社タイセイ 15

資料　令和 4 年度京都の木の家づくり作品募集チラシ 16

京都の木の家づくり表彰事業・総評

令和元年度から京都府産木材を使用した京都にふさわしい家づくりの優良事例を表彰し、広く紹介

することにより、環境にやさしい京都府産木材の利用促進を図ることを目的として、「京都の木の家づ

くり表彰事業」が実施されてきた。この事業は、「ひろがる京の木整備事業」等、京都府の助成を受け

て府内で建築された建物（リフォームを含む）を対象としたものであり、新型コロナウイルス感染症

拡大の影響か、応募総数は例年より減少したものの、府内各地から応募をいただいた。

木材関係、建築関係などの専門家 7 名による審査委員会において、木材利用、建築技術、京の木の

文化（地域環境と生活文化）の 3 つの側面からなる審査基準に従って議論を進めた。木材関係の委員

からは、府内産木材の使用量、使い方（適材適所）などについて、建築関係の委員からは、技術的合理性、

建築デザインのオリジナリティ、建築関係法令遵守への取り組み姿勢などについて、多様な意見が出

された。これらを踏まえて慎重に審議を重ねた結果、本年度は、残念ながら最優秀賞（京都府知事賞）

は該当なしとなり、優秀賞として 3 点、奨励賞として 6 点が選定された。

優秀賞に選定された作品の一点目は、京都市北区のアトリエ兼用住宅で、京都府産の杉、桧が多用され、

要所要所に北山丸太を配置、外観は、隣に建つ母家との調和が考慮されている。二点目は、福知山市

に建つ子育て期世帯のための住宅で、京都府産木材使用と内部と外部の関係を重視した平面計画や造

作家具や地元建材使用などが評価された。三点目は、退職後のご夫婦の創作活動の場として、京丹波

町に建てられた住宅の離れで、京都府産木材を生かして、温かみがあり、かつ、引き締まった意匠が

実現している。奨励賞に選定された 6 点は、京都府産木材を活用して設計、施工された木造住宅や教

育施設、福祉施設であり、木材の使い方や設計上の工夫などがそれぞれ評価された。

今後、建築設計者と施工者がより強い連携をとり、京都府産木材をいっそう上手く使いこなし、地

域環境や生活文化など、京の木の文化を継承発展させる優れた建築が府内全域に浸透していくことを

期待したい。

審査委員長　髙田光雄

審査委員
委員長

委 員

髙田光雄（京都美術工芸大学副学長・大学院研究科長・教授／京都大学名誉教授 / 一般社団法人京都
府建築士会顧問）
木村忠紀（京都府建築工業協同組合相談役）
西田教子（一般社団法人京都府建築士会副会長）
鹿野俊成（京都府農林水産部林業振興課参事）
森井一彦（京都府森林組合連合会代表理事専務）
愛甲政利（一般社団法人京都府木材組合連合会副会長）
堀井誠史（京都府産木材利用推進協議会会長）

目 次

各賞の掲載順は作品所在地の総務省市区町村コード順で、順位とは関係ありません。（敬称略）
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京 都 市 北 区、 衣 笠 山 近くの 閑 静 な 住 宅 街 に
完成した新築のアトリエ兼用住宅です。

この 場 所 は、 島 根 県 出身の日本 画 家・ 石 本
正 さん が 生 前 アトリエとして 使 わ れて い た の
で す が、 老 朽 化 の た め、 ギャラリーとしても
使える空 間 を 設 け た 兼 用 住 宅として建 替えら
れました。

和 風 の 外 観 は、 隣 に建 つ 母 屋と調 和 する意
匠 になっています。 主 要 構 造 材 は 全て京 都 府
産の杉・桧を使用、 軒裏は京都府産材の杉板
を 現しで 使 用しています。 玄 関 ポ ー チ の 独 立
柱は北山磨き丸太を使い、 土間床は島根県産

の 石 州 瓦タイル を 敷き詰 めました。 珍しい 色
味 のタイルと北 山 丸 太 の 融 合 は、 デ ザインと
しての新たな発見となりました。

2 階 の 床 を 支える大 きな 梁 を 受 ける柱も北
山磨き丸太で目通り 150 径の物を選定。 絵画
を 展 示 する為 の 空 間として北 山 丸 太 は 脇 役で
す が、 そ の 存 在 感 は 展 示 する絵 画 だ けで なく
空 間 を 楽しむ 為 の アクセントとしてとても重
要 な 物となりました。 丸 太と梁 の 取り合 い は
大工の手加工で、 府内産の杉・桧を使用した
化 粧 材 や 内 法 材 なども超 仕 上 げ にしています。

京都府産木材使用量
19.2000㎥

京都市北区
～ギャラリーをもつ家～

京都市北区
Kita Ward, Kyoto City

優
秀
賞

Yama 設計室 
京都府京都市中京区東洞院通竹屋町上ル三本木町 451 
アビタ御所南 209

株式会社竹内工務店
京都府京都市右京区嵯峨釈迦堂門前瀬戸川町 4-7

設計

施工

撮影　岡田大次郎



6

か つては 商 店 等 が 立ち並 んで い た 城 下 町 の
旧 京 街 道 に面し、 間 口 が 狭く奥 に長 い 古 い 町
家が点在する地域に建つ住宅です。

庭と内 部 空 間との 繋 がりを 重 視し、 親 族 や
知 人 を 迎える空 間、 シンプル な 家 事 動 線 や 使
用 素 材 など、 子 育て世 代 の 御 家 族 様 がストレ
スなく住まえるようにしました。

プラン 上、 短 辺 方 向 に壁 を 設 けづらい た め、
構造計算を施して構造材の大きさや耐力壁の
位置を考え、 構造材・化粧材・下地材に丹州
桧を使用しました。

植 栽、 門 屋 と 板 塀 に 囲 わ れ た 庭、 平 板 瓦、

墨 入りモ ルタル 塗 の 外 壁、 名 栗 加 工 の 槐（え
んじゅ） の 化 粧 柱 が 周 囲 の 環 境と調 和してい
ます。

内部は構造材を現しで使用。 広い空間を支
える無 節 の 梁 や 柱 が 安 心 感 を 与えます。 床 暖
房部分と水廻りの床以外は丹州桧で、キッチン、
飾り棚、 家 具 等も大 工 にて造 作、 土 壁・ 黒 谷
和 紙 など地 元 の自然 素 材 を 使 い、 空 間 にアク
セントと本物の表情が楽しめます。

施 主 様と共 に地 元 の 新しい 住 処 に変 わった
京都の木。一番自然な形だと思います。

菱屋の
NEW 町家

優
秀
賞

京都府産木材使用量
17.7100㎥

福知山市
Fukuchiyama City

株式会社舟越工務店 
京都府福知山市字興木梨 8-2

設計・施工
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“趣味の創作と集いの離れ”
定 年 を 迎えられ たご 夫 婦 が 創 作 活 動 の 場と

して建てられた京丹波の離れ。
木 組 み を そ のまま見 せ た 高 い 天 井 は、 木 の

感覚と開放感を演出し、 豊かな発想を生み出
す 空 間 に なって います。 打 合 せ 時 に せっかく
な ので 地 元 の 木 材 をと嬉しい 提 案 を 頂きまし
た。

また、 ひと続 きの 広 間 は ギャラリー の 役 割
を 担っています。ご 夫 婦 が 創 作され た 作 品 を
飾るスペースに。

そ れ を 楽しみ にご 近 所 の 方々が 訪 れる場 所

に。 観てくれる人 の 存 在 は、 創 作 意 欲 をさら
に高めてくれます。

また、 お 正 月に 帰 省 で 増 える家 族 がくつろ
げる場所としても使われています。

創 作 活 動 の た め にカウンター・ テ ーブルと
屋 根 裏ス ペ ース を 造りました が、これ が お 孫
さん の 大 の お 気 に 入りに。 お 孫さんと過ご す
時間が、さらに楽しくなりそうです。

京丹波の家

優
秀
賞

京都府産木材使用量
5.7142㎥

京丹波町
Kyotamba Town

Atelier SETTEN 一級建築士事務所 
広島県広島市安芸区矢野西 7 丁目 6-35

株式会社坂根工務店
京都府舞鶴市字森 184-3

設計

施工
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① 内 装 下 地 から仕 上 げ 化 粧まで、 可
能な限り府産材を活用しました。

② 当 初 お 施 主 様 の ご 希 望 で CLT 建
築 の 検 討 を 行 いました が、 前 道 の 幅 等
から採 用 で き ず、 や む なく構 造 は 鉄 骨
に なった 建 築 で す。 そ の 為、 下 地 内 装
仕 上 げ に お いて、 予 算 の 可 能 な 範 囲で、
精 一 杯 京 都 の 木 で の 仕 上 げ を 優 先 し、
な お か つご 希 望 の CLT も化 粧として 外
壁 に 使 用して います。 仕 上 げ 化 粧 材 の
見所としては、 京都の桧でアクセント張
りに 仕 上 げ た デ ザ イン 壁と北 山 杉 の 階
段 手 摺、 何より外 壁 の 意 匠として 採 用
している京都府産材 CLT です。

③ 京 都 の 道 幅 の 制 限 で、 や む なく鉄

骨 構 造 に なった 物 件 に お いても、 京 都
府 産 材 を 沢 山 活 用 で きる設 計プラン で
す。

④「CLT の建築できますか？」という
問 い 合 わ せ からはじまった 今 回 の 計 画。
残 念 な がらそ の 夢 の 実 現 は で きませ ん
で し た が、 そ れ で も 意 匠として 採 用 し
た外壁の CLT や、 内装の木質化だけで
もたいへん喜んでいただいています。

京都府産木材使用量
35.0560 m3

ウィズホーム西院
〔京都市中京区〕

京 都 府 産 の 杉 を 使った 1 階 出 格 子と、
2 階 格 子 が 特 徴 的 な 外 観 の 事 務 所 兼 用
のお住まいになっています。

他 府 県 からもお 越しの 方 が 京 都 を 感
じられ るような 和 風 の 建 物 をご 希 望 さ
れました。

外 部 は 格 子 以 外 に も 軒 裏 に 京 都 府
産 の 杉 の 化 粧 の 野 地 を 使 用して います。
玄 関 を 入ると北 山 磨 き 丸 太 を アクセン
トに 使った 飾り棚と、 床 に は 桧 を 使 用
して います。 土 間 の 洗 い 出し仕 上 げ な
ど和 の イメー ジ を 大 切 に、 素 材 を 吟 味
した空間に仕上げました。

事 務 所と住 空 間 は お 住まい の スタイ
ル に 合 わ せ た モ ダ ン な 雰 囲 気 で す が、

主 要 構 造 材 に 杉・ 桧 を 使 用してるた め
無 垢 材 の 持 つ 木 の 香りに 包まれ た 空 間
になっています。

株式会社竹内工務店
京都府京都市右京区嵯峨釈迦堂門前瀬戸川
町 4-7

設計・施工

タクミ建設株式会社
京都府京都市山科区勧修寺東栗栖野町 18
番地 4

設計・施工

京都府産木材使用量
20.7400 m3

等持院の家
〔京都市北区〕

奨
励
賞

奨
励
賞

撮影　岡田大次郎 撮影　神崎まこと
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① 構 造 から仕 上 げ 化 粧まで、 お 施 主
様 のご 希 望 範 囲 内、 可 能 な 限り府 産 材
を活用しました。

② お 施 主 様 の ご 希 望 間 口 で 建 築 す
る 為、CLT 採 用 の 検 討 も 行 い まし た が、
耐 力 壁 を 設 け たくな いご 希 望 を 優 先し、
一 部、 門 型 木 質フレ ー ム を 設 置した 木
造 軸 組 み に なって います。 仕 上 げ 化 粧
材の見どころとしては、京都の杉で仕上
げた LDK 吹抜け、 天井全面に広がる広
大 な ロフトで す。 手 摺 親 柱 は 京 都 の 桧
化 粧 柱 を 八 角 に 仕 上 げて設 置、 框 は 京
都 の 桧、 笠 木 は 北 山 杉、 そこに 組 み 込
ん だ 手 摺 は 全て北 山 杉 小 丸 太で す。 さ

らに、 そこに あ がるた め 造 作した、 受
け 材 が 一 切 見 えな い オ ー プン の ロフト
階段も見応えがあります。

③ 子 育 て 世 代 に お い て は、 今 後 も
LDK 洋 室で、 京 都 北 山 杉 を 沢 山 活 用 す
ることができる設計プランです。

④ 「 北 山 杉 小 丸 太 で 造 作 で き ま す
か？」という問 い 合 わ せ からはじまった
今 回 の 計 画。 お 子 様 が 郊 外 授 業で 学 び
気 に 入った「 北 山 杉 小 丸 太 」 に 包まれ
たロフトに喜ばれています。

京都府産木材使用量
39.0182 m3

北山杉小丸太からの
はじまり

～大開口の京都の木の家
〔京都市伏見区〕

奨
励
賞

「空気がおいしい住まい」
ハイブリッドソーラーハウス

「太陽熱で 24 時間あたたかい家」
温 水 式 床 暖 房と 370 ℓ の 給 湯 が で き

ます。
熱源は自然エネルギー、太陽です。
室内 20～23℃で生活できます。

「自然素材へのこだわり」
京 都 府 内 産 木 材 の 桧、 杉 を 中 心 に 住

ま い 造りを して い ま す。 香りが 良 い の
が 気 に 入って います。 桧 材 に は 殺 菌 力
が あり、 杉 材 に は 防 菌 効 果 が ありま す。

自 然 素 材 で 造った 家 は 香りと空 気 感 が
良く癒されます。

人 は 人 生 の 大 部 分 を 建 物 内で 過ご す
た め、 室 内 の 空 気 の 質 を 高 めることが
重要です。

京都府産木材使用量
10.5600 m3

桃山の家
〔京都市伏見区〕

奨
励
賞

タクミ建設株式会社
京都府京都市山科区勧修寺東栗栖野町 18
番地 4

設計・施工

有限会社夢創建築事務所
京都府京都市山科区上花山久保町 57

株式会社 三原工務店
京都府京都市伏見区深草新門丈町 164-1

設計

施工

撮影　神崎まこと
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以 前 は 母 屋と離 れ で 暮らされ て い た
お 施 主 様 が 立 退 きで 新しく 3 世 代 で 暮
らす家を建てることになり、 構造材と一
部フ ロ ーリング に 京 都 府 産 木 材 を 使 用
しました。

各 世 代 の 好 み を 反 映した 個 人 空 間と
全員が 集まる広 い LDK とを 分 けた 間 取
りで、 床 の 間・ 仏 間 の ある和 室 や 杉 フ
ローリングを使用した居室、コンクリー
ト打 放し調 の 居 室 を はじめ 他 の 居 室も
各個人の好みの内装になっています。

以 前 の 住 ま い が 日 当りが 悪く、 断 熱
性も悪く寒 い 家 だった の で 今 回 は日当
りが 良 い 場 所で、 全員が 集まる LDK は

20 畳以上 の 広さがありな がら高 断 熱 材
やトリプ ル ガ ラス を 使 用 し、 蓄 熱 式 暖
房器を使うことで快適な空間となってい
ます。

京都府産木材使用量
24.1619 m3

3 世代が集う家
〔舞鶴市〕

奨
励
賞

株式会社林田工務店
京都府舞鶴市字倉谷小字北ノ坪 1743

設計・施工

学 校 に 必 要 な 大 空 間 の あ る 木 造 校
舎 へ の 挑 戦ということで、 構 造 面 で は
AND 建築事務所の設計と三井ホームコ
ン ポ ー ネントの 施 工 協 力 のもと、 枠 組
工 法（2×4） による、 在 来 軸 組 工 法 に
な い 軽 量 梁（コ ネックトラス、TJI 等）
を使用して低コストな RC＋木造の混構
造を実現しました。

内 装 や 児 童 ロッカ ー・ 本 棚 等 の 設 備
に は 地 球 温 暖 化 防 止 の 観 点より地 産 地
消 の 京 都 府 内 産 杉 材 を 使 用して います。

インターナショナルスクールという学
校 の 中 で も 様々な 文 化 が 混 じり合う特
殊 な 物 件で す が、グ ロ ー バ ル な デ ザイ

ン の 中 に日本 の 伝 統 的 な 工 法 や 京 都ら
しさを 感じさせる箇 所 を 取り入 れ た 落
ち 着 ける 空 間 に なって い ま す。 学 校と
いう場 が 学 ぶ だ け で なく生 活 する場 で
あることを 考 え、 木 の 持 つ 機 能 性 だ け
で なく温 もりや 親 し み を 感 じ、 生 徒 や
先 生 たち が 一日のうち の 多くの 時 間 を
気持ちよく過ごせるような空間にしたい
という施 主 の 願 い が 詰まった 学 校 が 完
成しました。

京都府産木材使用量
65.1017 m3

インターナショナル
スクール

〔京田辺市〕

奨
励
賞

AND 建築事務所
奈良県奈良市二条町一丁目 1-45-6

株式会社タイセイ
京都府綴喜郡井手町大字井手小字野畑 19

設計

施工

撮影　映像制作ファクトリー
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資料 令和 4年度京都の木の家づくり作品募集チラシ

【注意】令和 4年度の受付は終了しています
詳しくは京都府各振興局へお問い合わせをお願いします

この冊子は京都府補助事業 「令和 4 年度ひろがる京の木整備事業」（京都府豊かな森を育てる府民税活用事業）により
京都府産木材利用の普及啓発を図る目的で作成しました。
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京都府産木材利用推進協議会
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